
 

ＫＰＩと中期経営計画から考える『ＲＯＥ』向上に向けた実践的方策  
セッション１：ＲＯＥの理解と向上を支えるＫＰＩマネジメント～ＲＯＥ（自己資本利益率）の基礎とＲＯＥ向上のためのＫＰＩ（重要業績評価指標）マネジメント～  

セッション２：中期経営計画にＲＯＥとその達成のストーリーを組み込む～戦略マップを使って、ＲＯＥ（自己資本利益率）の向上を中期経営計画に組み込む～  
 

※セッション毎のご参加が可能です。 

 

 

キュー・エム・コンサルティング取締役社長 松原恭司郎 氏（公認会計士） 

 

 

セッション２：２０１５年 １１月１８日（水）１３：００～１７：００ 

 

 

・ＲＯＥの向上やＫＰＩマネジメントに関心を持つ経営管理者、経営企画、経理、ＩＲ、ＣＳＲ、環境経営、 
新規事業開発担当 ほか 
・中期経営計画に資本効率を意識したＲＯＥなどを組み込むことに関心を持つ経営管理者、 
経営企画、経理、新規事業開発担当 ほか 

国際会計事務所系コンサルティング会社などを経て 1992 年に独立。バランス・スコアカード、ビジネスモデル、ＥＲ
Ｐ関連のコンサルティング業務に従事。情報処理システム監査技術者。東北福祉大学兼任講師、元 中央大学大
学院特任教授。主な著書に『ビジネスモデル・マッピング教本』（2013）、『松原流：戦略マップ／ＢＳＣ実践教本』 
（2010）日刊工業新聞社、『図解「統合報告」の読み方・作り方』（2014）中央経済社などがある。 
 
 

□ 11 月 17 日参加（151573-0101） 

 

セッション１：２０１５年 １１月１７日（火）１３：００～１７：００ 

 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

 

□ 11 月 18 日参加（151573-0101） 

□  

 

セッション１：１１月１７日（火）１３時～１７時 
「ＲＯＥの理解と向上を支えるＫＰＩマネジメント」 
 
■開催にあたって 
ＫＰＩ（重要業績評価指標）が注目される中で、アベノミクスの成長戦
略による一連の施策を受けて、ＲＯＥ（自己資本利益率）を経営目標
に掲げる企業が増えてきています。そこで、①ＫＰＩ、中でもＲＯＥ向上
が求められる背景を確認し、②ＲＯＥ向上の三つの要素（利益率×
回転率×レバレッジ）と、その向上策にＭＡＰ展開方式を用いて検討
し、③財務と非財務の様々なＫＰＩのタイプやサンプルを例示すると共
に、④ＫＰＩの設定・評価・改善というＫＰＩマネジメントの全体像を分かり
易く解説します。 
 
■プログラム 
【Ｗｈｙ】 
１．ＲＯＥ（自己資本利益率）とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

が注目される背景 
（１）ＲＯＥ向上要求の包囲網（アベノミクスの成長戦略他） 
（２）経営戦略、ビジネスモデルの見える化 
（３）投資家との対話の充実～「統合報告」 
【Ｗｈａｔ】 
２．ＫＰＩの基本 
（１）ＫＰＩの定義 
（２）ＫＰＩのタイプ（財務と非財務、先行と遅行、マネジメ 

ント・レベル別、機能別と機能横断、トランスフォメー 
ショナル、内部管理と外部公開他） 

３．ＲＯＥ他の総合経営指標 
（１）財務諸表の構造の理解 
（２）ＲＯＥ（自己資本利益率）、ＲＯＡ（総資本利益率）他 
【Ｈｏｗ】 
４．ＫＰＩマネジメントに役立つ思考法とフレームワーク 
（１）ＫＰＩマネジメントに役立つ思考法（システム思考、 

統合思考他） 
（２）ＫＰＩマネジメントに役立つフレームワーク（ＫＰＩ 

ツリー展開方式、ＭＡＰ展開方式） 
５．ＲＯＥ向上のレシピ 
（１）三つの戦略タイプ 
（２）様々なビジネスモデル・パターン 
６．適切なＫＰＩの選定法 
７．ＫＰＩのショーケース 
（１）財務に関するＫＰＩ 
（２）マーケティング／顧客に関するＫＰＩ 
（３）バリューチェーンに関するＫＰＩ 
（４）経営資源／知的資本に関するＫＰＩ 
（５）ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）に関するＫＰＩ 
８．ＫＰＩマネジメント・レベルの向上に向けて 
（１）ＫＰＩマネジメントの成熟度診断 
（２）ＫＰＩマネジメント・サイクル 
 

セッション２：１１月１８日（水）１３時～１７時 
「中期経営計画にＲＯＥと 

その達成のストーリーを組み込む」 
 
■開催にあたって 
アベノミクスの第三の矢・成長戦略の後押し等もあり、資本効率
を重視したＫＰＩであるＲＯＥ（自己資本利益率）を中期経営計画
の経営目標に掲げる企業が増加しています。本セミナーでは、
『松原流：戦略マップ／ＢＳＣ実践教本』の著者が、ＲＯＥなどの
財務ＫＰＩと、その向上のストーリーを明確にする戦略マップ／ＢＳ
Ｃ（バランス・スコアカード）の基本と中期経営計画への適用法に
ついて分かり易く解説します。 
 
■プログラム 

１．ＲＯＥを始めとする資本効率を意識した財務ＫＰＩと

中期経営計画 

（１）ＲＯＥ（自己資本利益率）が注目される背景 

（アベノミクスの成長戦略他） 

（２）ＲＯＥ、ＲＯＡ（総資本利益率）、ＲＯＩＣ（投下 

資本利益率）他 

（３）財務ＫＰＩと中期経営計画 

２．事業戦略と中期経営計画の策定 

（１）戦略論の概要と中期経営計画 

（２）中期経営計画に関する課題と対応策 

３．戦略マップ／ＢＳＣ（バランス・スコアカード） 

を中期経営計画の策定と運用に活用する 

（１）戦略マップ／ＢＳＣの基本 

（２）ＲＯＥ等の総合経営指標と戦略マップ／ＢＳＣ 

（３）中期経営計画の策定と運用に戦略マップ／ＢＳＣを 

採用するメリット 

４．ビジネスモデルと中期経営計画 

（１）ビジネスモデルの基本 

（２）ビジネスモデルも見える化のフレームワーク

（BM-Tree、BM-Map、BM-DB） 

（３）ビジネスモデルを意識した中期経営計画の策定 

５．戦略マップを使ったＲＯＥ向上のストーリーの描き方 

（１）戦略マップのテンプレート（戦略タイプ別） 

（２）戦略マップを使ったＲＯＥ向上のストーリー展開の 

ケース・スタディー 
 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 
 

 

 

 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 
 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail にてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。後日（開催日１週間
～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 
※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／川守田 E-mail:kawamorita@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
 
 
 

４３，２００円（本体価格 ４０，０００円） ４６，４４０円（本体価格 ４３，０００円） 

 ３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

 

税込・資料代含 

ご参加頂きたい方 

両日参加 

 １日のみ参加 

 

mailto:kawamorita@bri.or.jp

